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プレゼンテーション・アウトライン

Ⅰ：２０１０年９月期 第２四半期業績ハイライト

Ⅱ：通期業績見通し

Ⅲ：今後の展開 －「ＡＣＫＧ２０１０」の推進－

Ⅳ：質疑応答
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－グループ経営について

－主要トピックス

－”ＡＣＫ”に込めた想い

－連結決算詳細
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本日のポイント

１ ＡＣＫＧ２０１０※の着実な実行
※2009.10スタートの
中長期経営戦略

３軸強化

受注好調 包括管理業務を拡大

国営アルプス
あづみの公園

ザファラーナ
風力発電プロジェクト

NO.1技術で拡大

大深度地下計測技術大深度地下計測技術

＜海外軸＞ ＜国内公共軸＞ ＜国内民間軸＞

前期 当期

第２四半期
累計受注高

第２四半期
累計受注高

海外海外

国内国内
公共公共

国内国内
民間民間
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本日のポイント

２ 売上高は、計画値を達成・受注高は、大幅増

売上高は、期首計画値約１００％
受注高は、対前期比３９．９％増
受注残高※は、対前期比１２．７％増

※受注済で生産中の契約総額

売
上
高
・
受
注
高

受
注
残
高

期
首
計
画

当
期

当
期前

期

0

5,000

10,000

15,000

20,000

売上高 受注高 受注残高

（百万円） （百万円）
30,000

28,000

26,000

24,000

22,000

当
期

前
期



Ⅰ：２０１０年９月期 第２四半期
業績ハイライト
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◇売上高は、期首計画値を達成

売上高について

前期前期 増減増減

（百万円）

当期当期 期首計画値期首計画値

売上高売上高 １２，４００１２，４００ １１，９９７１１，９９７ ▲４０３
（▲３．３％）

▲４０３
（▲３．３％） １２，０００１２，０００

期首計画値 １２，０００百万円 ⇒ 実績 １１，９９７百万円

※前期：‘09/09期 第２四半期
当期：‘10/09期 第２四半期
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◇受注高は大幅増（＋３９．９％ 対前期比）

受注高について

前期前期 増減増減

（百万円）

当期当期 期首計画値期首計画値

受注高受注高 １１，６６５１１，６６５ １６，３２１１６，３２１ ＋４，６５５
（＋３９．９％）

＋４，６５５
（＋３９．９％）

－－

前期 １１，６６５百万円 ⇒ 実績（当期） １６，３２１百万円
海外軸の受注好調（倍増 対前期比）
環境・エネルギー関連業務の受注好調
受注残高※も対前期比大幅増（＋１２．７％ 対前期比）

受注残高受注残高 ２５，１４１２５，１４１ ２８，３２２２８，３２２ ＋３，１８１
（＋１２．７％）

＋３，１８１
（＋１２．７％）

－－

※受注済で生産中の契約総額

※
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損益（利益）について

営業損失営業損失

経常損失経常損失

▲６５１▲６５１

▲７００▲７００

（百万円）

四半期純損失四半期純損失 ▲５０２▲５０２

▲１，０５０▲１，０５０

▲１，０９０▲１，０９０

▲７２０▲７２０

▲１，２５１▲１，２５１

▲１，１９８▲１，１９８

▲５９９▲５９９

▲４９８▲４９８

▲７６３▲７６３ ▲２６１▲２６１

前期前期 増減増減当期当期 期首計画値期首計画値

◇営業損失、経常損失、四半期純損失は未達(対期首計画値)
◇受注残高増、売上高の季節変動特性、海外の不採算
業務の処理により営業損失を計上
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第１四半期
連結累計

第２四半期
連結累計

第３四半期
連結累計

第４四半期
連結累計

売上高・売上原価
・販売管理費
累計のイメージ

０

売上高

売上原価

販売管理費

営業損益
累計のイメージ

業績の季節変動性について

◇納期が３月以降（売上が第２四半期以降）に集中
◇販売管理費は、年間平均的に発生
◇第３四半期までは、営業損失を計上する傾向

０
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セグメント別売上高・利益について

（百万円）

営業損失営業損失

売上高売上高

◇売上高は、ＩＴ・人材リソース系「その他の事業」で微増
◇営業損失は、不採算業務の処理により、インフラマネジ
メント事業で増加
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4,000

4,250

4,500

4,750

5,000

（百万円）

4,775

4,964

海外売上高・地域構成について

■業務進行中の国々
アジア インド、ベトナム、スリランカ を含め、１２カ国
中近東 カタール、トルコ、ヨルダン を含め、５カ国
その他 ルーマニア、アルジェリア、マケドニア を含め１０カ国

※業務の対象国が海外地域である国内売上高を海外売上高に含めた場合の数値

◇海外売上高※は、対前期比約１９０百万円増加

アジア

中近東

その他
当期海外売上

前期 当期
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貸借対照表（Ｂ／Ｓ）

増減増減

資産合計資産合計 ２４，５９２２４，５９２ ▲２６９
（▲１．１％）
▲２６９

（▲１．１％）２４，３２２２４，３２２

負債合計負債合計 １８，９７３１８，９７３ ▲１１３
（▲０．６％）
▲１１３

（▲０．６％）１８，８５９１８，８５９

負債・純資産
合計

負債・純資産
合計 ２４，５９２２４，５９２ ▲２６９

（▲１．１％）
▲２６９

（▲１．１％）２４，３２２２４，３２２

純資産合計純資産合計 ５，６１８５，６１８ ▲１５６
（▲２．８％）
▲１５６

（▲２．８％）５，４６２５，４６２

当期当期前期前期
（百万円）

◇資産は、受取手形及び売掛金の増加、現金及び預金の
増加

◇負債は、運転資金のための借入金及び繰越契約残高
増加による未成業務受入金の増加



Ⅱ：通期業績見通し
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◇売上高他、いずれも期首の業績予想値どおり

２０１０年９月期通期業績見通し

前期通期
（実績）
前期通期
（実績）

売上高売上高

増減増減

営業利益営業利益

２９，９１１２９，９１１

５６８５６８

３２，０００３２，０００

５７０５７０

＋７．０％＋７．０％

＋０．３％＋０．３％

（百万円）

当期通期
（予想値）
当期通期
（予想値）

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

４６６４６６

１３６１３６

４７０４７０

１５０１５０

＋０．７％＋０．７％

＋９．９％＋９．９％
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◇今後も受注を強化

２０１０年９月期通期業績見通し

海外軸は、更なる受注拡大
国内公共軸は、政府による「新成長戦略」への対応に注力
国内民間軸は、NO.1技術とＰＭＣサービス※で拡大

※プロジェクトマネジメントコンサルティングサービス

前期通期
（実績）
前期通期
（実績）

受注高受注高

増減増減

２８，２０９２８，２０９ ３２，０００３２，０００ ＋１３.４％＋１３.４％

（百万円）

当期通期
（予想値）
当期通期
（予想値）
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通期業績の推移

◇売上高は、堅調に増加、利益は、微増傾向
◇今後、利益の確保が最重要課題
⇒原価・経費の縮減策を強化・推進
営業効率化、拠点集約化などによる生産効率の向上
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Ⅲ：今後の展開
－「ＡＣＫＧ２０１０」の推進－
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今後の展開 ～ＡＣＫＧ２０１０※の推進～

ＡＣＫＧ２０１０※の着実な実行

・メタナショナル企業への進化・実践

・事業領域拡大と今後の方策

・「人材育成」「研究開発」を強化・推進

国内外で環境・エネルギー関連業務の拡大
包括管理業務を拡大
NO.1技術とＰＭＣサービスで拡大推進
事業戦略センターの創設と事業推進

グループ内外交流人事の強化、国際的な人材育成の推進 等

２７ヶ国、８５プロジェクトが進行中

※2009.10スタートの中長期経営戦略
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ＡＣＫグループが目指すもの ～ＡＣＫＧ２０１０～

３軸の連携と起爆剤となる事業戦略センターにより
持続的な成長を果たせる企業へ進化

海外軸海外軸

国内公共軸国内公共軸

国内民間軸国内民間軸

世界各地の優秀な能力を融合し、各国
の強みに応じた事業の仕組みを構築

先端的な技術や先進性のある情報を
グループ内外に提供

海外・国内公共で得た技術・ノウハウを
駆使、実業を主体としたビジネスを展開

事業戦略センター事業戦略センター

経営戦略達成の起爆剤として各事業軸
の連携による新規事業の創出等を担う

企業として
の成長

戦略
部門

ＡＣＫＧＡＣＫＧ

事業実践を通じた
基盤整備の充実・強化と
企業風土の改革

事
業
の
持
続
的
な
成
長

海外軸

国内
公共軸

国内
民間軸
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ＡＣＫグループが目指すもの ～ＡＣＫＧ２０１０～

地球規模での課題解決にチャレンジ
「メタナショナル企業※」を目指す

※メタナショナルとは
世界の地政学的な側面や風土、人種などの特性を踏まえ、世界各地の優秀な能
力をオーケストラのように融合し、各国の特性に最も適するものを提供する概念

知の感知知の感知

知の融合知の融合

知の展開知の展開

世界に散らばっている「知」を
先見的に感知し、入手する

入手した「知」を融合させ、新
たなものを創出する

各地の特性をふまえ、展開
する

国内外の「知」を結集、新たな形を創出し、
世界の地域ごとに展開する専門家集団
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メタナショナル企業への進化・実践

◇２７ヶ国で８５プロジェクトが進行中◇２７ヶ国で８５プロジェクトが進行中

30人以上 10人以上30人未満 10人未満

アルジェリア
バングラデシュ

インド

インドネシア

ヨルダン
韓国

クゥエート

マケドニア

モルディブ

モンゴル

パキスタン
フィリピンカタール

ルーマニア

スリランカ

タイ
トルコ

ベトナム

▼海外主要１５プロジェクトにおける、スタッフ３００人の分布状況▼海外主要１５プロジェクトにおける、スタッフ３００人の分布状況

凡例：
ローカルを除くスタッフ従事状況

トルコ（ボスポラス）での案件例
・日本人：５名
・第三国の専門家：１６名
イギリス（１２）、デンマーク（１）、
ドイツ（１）、オーストラリア（１）、
スイス（１）
・ローカルスタッフ：８０名
※ＪＶ等を含むプロジェクトに関与する
全人数をカウント
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事業領域拡大（環境・エネルギー 【海外】）

◇ＯＤＡ（円借款）を活用した世界初のＣＤＭ案件（ザ
ファラーナ風力発電所）に、ＰＭ※として参画

◇ＯＤＡ（円借款）を活用した世界初のＣＤＭ案件（ザ
ファラーナ風力発電所）に、ＰＭ※として参画

▲ザファラーナ風力発電所

事業規模
：総出力120MW（141基）
総工費
：約250億円（円借分135億円）

国内業務例
・バイオマス利活用計画検討
（中央設計技術研究所）
・小水力発電、ＥＳＣＯ事業
（アサノ建工）

○日本で唯一、大規模風力発電プロジェクトに関与
※プロジェクトマネジメント

（’10.4 竣工）
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事業領域拡大（環境・エネルギー 【国内】）

◇低炭素地域づくりに関する業務（池田市他）を足がか
りに環境省等の新規省庁に展開

◇低炭素地域づくりに関する業務（池田市他）を足がか
りに環境省等の新規省庁に展開

▲池田市のカーシェアリング車両

ＣＯ２の削減効果
：約600t-CO2/年（推計値）

▲環境地域通貨”ｉＫｅｃｏ”

○地域通貨・カーシェアリング等の取組みを提案し、補助事業の適
用と財源マネジメントを実施
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事業領域拡大（民間市場開放/包括管理業務）

◇４月１９日 日本初、国営公園の包括管理業務を特定
◇６月 １日 包括管理者として運営開始予定

◇４月１９日 日本初、国営公園の包括管理業務を特定
◇６月 １日 包括管理者として運営開始予定

所在地 ：長野県安曇野市・大町
面 積 ：約１００ｈａ

▲国営アルプスあづみの公園

○統一的な方針に基づき、運営マネジメントから、植物や建物管理
まで多岐を実施予定
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事業領域拡大（ＮＯ．１技術/大深度地下）

◇光ファイバセンサ等を利用した大深度（１,０００ｍ級）
の地下水・岩盤の調査観測システムの開発を受託

◇光ファイバセンサ等を利用した大深度（１,０００ｍ級）
の地下水・岩盤の調査観測システムの開発を受託

▲観測装置の組み立て状況▲観測装置概念図

○保有する特殊技術（大深度計測＋光ファイバ計測）を組み合わ
せて、世界トップクラスの性能の地盤観測システムを受託開発

地
下
１
０
０
０
ｍ

地
下
１
０
０
０
ｍ

光ファイバ
計測器
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事業領域拡大の方策①

◇３軸のノウハウを活かしたＰＭＣサービス
営業ツールとしてパンフレットを作成し、営業展開中

◇３軸のノウハウを活かしたＰＭＣサービス
営業ツールとしてパンフレットを作成し、営業展開中

▲ＰＭＣパンフレット▲企画、設計、施工、運営まで

○事業主の立場で事業全期間を通して総合管理を行うコンサル
ティングサービス
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事業領域拡大の方策②（事業戦略センター）

◇新規事業・商品・サービスの創造力と推進力の向上◇新規事業・商品・サービスの創造力と推進力の向上

○グループ各社の新規事業化の支援・コーディネート
○将来を先見した新規事業創出・技術開発（環境不動産、ＩＴ新規事業など）
○新規事業・既往技術活用に対するアイデア募集
○事業・商品・サービス戦略を創る、基礎体力づくりの共同

ACKG
全役職員

事業戦略
センター プロジェクト

チーム

２．新規ビジネスプラン提案

３．支援・コーディネート
コンサルティング

経営支援提言

経営戦略

1.アイデアの収集活動
アイデア提案し易い風土作り

28

「人材育成」「研究開発」を強化・推進

◇人的資源は最重要経営資源と位置づけ◇人的資源は最重要経営資源と位置づけ

タイ・モンゴル・インドネシア・
ベトナム・エジプトマケドニア

等へ派遣

▼グループ内交流人事 ▼海外人材の育成

約５０名
約２０名

○人材育成に着目し、グループ内交流人事・海外人材の育成を強化
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「人材育成」「研究開発」を強化・推進

◇業務発表会、講演会、研修等を定期的に複数回実施。
◇当期の研究開発は、合計８件、投資額は前期比倍増、
従事社員数は約６０人。

◇業務発表会、講演会、研修等を定期的に複数回実施。
◇当期の研究開発は、合計８件、投資額は前期比倍増、
従事社員数は約６０人。

▼業務発表会

期 間 ：５月12日（水）～14日（金）
参加者 ：延べ１，０００人以上
テーマ ：ナレッジ共有
内 容 ：各社の技術連携

新規技術を業務
（口頭発表・ポスター発表）

▼研究開発投資

対 象 ：複数社以上の案件
グループ全体の戦略的案件

企業風土改革
（チャレンジ精神育成）

30

感じてますか 未来の鼓動

中長期経営戦略ＡＣＫＧ２０１０の確実な実践により
『世界の人々の豊かなくらしと夢の創造』を目指し、
今の業容にとらわれずサービス領域無限大へ
今後もチャレンジし続けます！
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本資料および本説明会の説明には、当社（連結子会社を含む）の見通し、目標、

計画、戦略などの記述が含まれております。これらの記述は、当社が現在入手し

ている情報に基づく判断や仮定に基づいており、将来における当社の実際の業績

または展開と異なる可能性があります。

Ⅳ：質疑応答



ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ

－グループ経営について－

34

２０１０年４月１日
大成基礎設計株式会社は、
株式会社総合環境テクノ
ロジーを統合しました

２０１０年４月１日
大成基礎設計株式会社は、
株式会社総合環境テクノ
ロジーを統合しました

グループ会社の変遷（グループ経営の効率化）

［６ヶ月］
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グループ会社の変遷（グループ展開による業容拡大）

ワンストップサービス企業ワンストップサービス企業 メタナショナル企業へメタナショナル企業へ

業容拡大業容拡大

売上高売上高

海外事業海外事業

国内公共事業国内公共事業

国内民間事業国内民間事業

海外

国内
民間

国内
公共

17,012 17,167

22,763

26,380

29,911
32,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

05/09 06/09 07/09 08/09 09/09 10/09

（百万円）

ｵﾘｺﾝｻﾙ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ACKG
設立
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事業会社の紹介

ﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾘｭｰｼｮﾝ、国土基盤、都市地域、交通、環境、
防災、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞなど

地質・土質調査、環境調査・浄化、構造物調査など、
及び廃棄物処理、リサイクル、エネルギーなど

上下水道、廃棄物、環境、情報に関する調査・計画・設
計・維持・運営など

建設に関する調査・設計・監理、ＣＭ/ＰＭ、交通関連業
務、測量、写真測量、GIS、補償コンサルタントなど

さく井工事、地質・土質調査、解体工事、温泉工事など

システム開発、パッケージソフトウェア販売、ＩＴサービス
など

間接部門業務支援、ITサポート、人材マネジメント、人
材派遣など



ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ

－主要トピックス－
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省資源・省エネを図り、地域振興をねらう
バイオマスタウン構想を提案

◇岐阜県恵那市よりバ
イオマス利活用推進
計画策定業務を委託

◇バイオマス（再生可能
な有機資源）を抽出
し、エネルギーや処
理残物を再利用、循
環型社会に寄与

◇今後は市の活性化や
町おこしなど地域振
興にも反映

◇岐阜県恵那市よりバ
イオマス利活用推進
計画策定業務を委託

◇バイオマス（再生可能
な有機資源）を抽出
し、エネルギーや処
理残物を再利用、循
環型社会に寄与

◇今後は市の活性化や
町おこしなど地域振
興にも反映

▲循環型社会イメージ
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土壌汚染の迅速分析法が東京都より
簡易・迅速な分析技術として選定

簡易迅速分析法

吸光光度法

UV mini-1240(㈱島津製作所製)

水銀フリー・ボルタンメトリー分析法

FIELDER HOE-100/FT-801(北斗電工㈱製)

蛍光X線分析法

ELEM tester ED-05S(㈱X線技術研究所製)

◇多くの汚染物質の分析が可能
◇土壌汚染調査結果の飛躍的なスピードアップ（３日⇒３時間）
◇法律改正による汚染調査対象地の拡大

「調査＋コンサルタント業務」の受注拡大を目指す

◇多くの汚染物質の分析が可能
◇土壌汚染調査結果の飛躍的なスピードアップ（３日⇒３時間）
◇法律改正による汚染調査対象地の拡大

「調査＋コンサルタント業務」の受注拡大を目指す

ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ

－”ＡＣＫ“に込めた想い－
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コンサルタントとは

ＦＩＤＩＣ※定款（Statute)より抜粋

Consultants render technology based intellectual 
services for the built and natural environment.

※FIDIC（International Federation of Consulting Engineers）
会員：80カ国・約32,000社

コンサルティングエンジニヤ数/約70万人（09年6月）
活動：国連等主催の国際会議での講演・提言、

契約約款・不正防止等セミナーの開催、他

我々を取り巻く全ての環境に対して、
知的サービスに基づいた技術を提供する者

42

ＡＣＫに込めた想い

ＡＣＫグループは、
「知：Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ」を追求し、
「前進し続ける：Ａｄｖａｎｃｉｎｇ」ことを目指す
「コンサルタント：Ｃｏｎｓｕｌｔｉｎｇ」集団である。
また、ＡＣＫグループの求める「知」は、
「活動的な知：Ａｃｔｉｖｅ Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ」
でありたいと考えている。

また、Ａ・Ｃ・Ｋには次の想いも込めている。

Ａ：Ａｍｂｉｔｉｏｕｓ（野心）、Ａｕｄａｃｉｏｕｓ（大胆に）

Ｃ：Ｃｈａｌｌｅｎｇｉｎｇ（挑戦）、Ｃｏｍｐｅｔｉｔｉｖｅ（高い競争力で）、
Ｃｏｎｆｉｄｅｎｔ（自信に溢れ）、Ｃｒｅｄｉｂｌｅ（信頼され）

Ｋ：Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅａｂｌｅ（情報精通）
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ＡＣＫグループとは

【ロゴマークの意味】
「知」を核とし、
決まった型にはまらず、
時代の変化に応じて、
自由に業容を変えながら
仲間を募り広がっていく。

私たちＡＣＫグループは、世界の人々の
困ったことを解決し、要望を実現するために考え、
アイデア・技術を創造し、提供することを生業とします。

私たちＡＣＫグループは、世界の人々の
困ったことを解決し、要望を実現するために考え、
アイデア・技術を創造し、提供することを生業とします。

ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ

－連結決算詳細－
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連結貸借対照表

増減額増減額

固定資産固定資産 ▲３８０▲３８０５，７９６５，７９６ (23.8%)(23.8%)

資産合計資産合計 ▲２６９▲２６９２４，３２２２４，３２２ (100.0%)(100.0%)

流動負債流動負債 ▲５９▲５９１６，５９４１６，５９４ (68.2%)(68.2%)

負債合計負債合計 ▲１１３▲１１３１８，８５９１８，８５９ (77.5%)(77.5%)

資本金資本金 －－５０３５０３ (2.1%)(2.1%)

流動資産流動資産 １１０１１０１８，５２５１８，５２５ (76.2%)(76.2%)

利益剰余金利益剰余金 ▲１６６▲１６６４，０８９４，０８９ (16.8%)(16.8%)

少数株主持分少数株主持分 １１１１３２３３２３ (1.3%)(1.3%)

負債・純資産
合計

負債・純資産
合計 ▲２６９▲２６９２４，３２２２４，３２２ (100.0%)(100.0%)

純資産合計純資産合計 ▲１５６▲１５６５，４６２５，４６２ (22.5%)(22.5%)

固定負債固定負債 ▲５４▲５４２，２６５２，２６５ (9.3%)(9.3%)

資本剰余金資本剰余金 －－７４８７４８ (3.1%)(3.1%)

当期当期前期前期（単位：百万円）

６，１７７６，１７７ (25.1%)(25.1%)

２４，５９２２４，５９２ (100.0%)(100.0%)

１６，６５３１６，６５３ (67.7%)(67.7%)

１８，９７３１８，９７３ (77.2%)(77.2%)

５０３５０３ (2.0%)(2.0%)

１８，４１４１８，４１４ (74.9%)(74.9%)

４，２５５４，２５５ (17.3%)(17.3%)

３１２３１２ (1.3%)(1.3%)

２４，５９２２４，５９２ (100.0%)(100.0%)

５，６１８５，６１８ (22.8%)(22.8%)

２，３２０２，３２０ (9.5%)(9.5%)

７４８７４８ (3.0%)(3.0%)

※前期：‘09/09期 第２四半期 当期：‘10/09期 第２四半期
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連結損益計算書

（百万円）

売上高売上高

売上原価売上原価

販売費・
一般管理費

販売費・
一般管理費

営業損失営業損失

経常損失経常損失

四半期純損失四半期純損失

受注高受注高

前期前期

▲４０３▲４０３

２０５２０５

▲８▲８

▲５９９▲５９９

▲４９８▲４９８

▲２６１▲２６１

４，６５５４，６５５

増減額増減額

１１，９９７１１，９９７ (100.0%)(100.0%)

９，６３７９，６３７ (80.3%)(80.3%)

３，６１０３，６１０ (30.1%)(30.1%)

▲１，２５１▲１，２５１ (▲10.4%)(▲10.4%)

▲１，１９８▲１，１９８ (▲10.0%)(▲10.0%)

▲７６３▲７６３ (▲6.4%)(▲6.4%)

１６，３２１１６，３２１ ----------

当期当期 売上高は、ほぼ期首
計画通りの進捗

１２，４００１２，４００ (100.0%)(100.0%)

９，４３２９，４３２ (76.1%)(76.1%)

３，６１９３，６１９ (29.2%)(29.2%)

▲６５１▲６５１ (▲5.3%)(▲5.3%)

▲７００▲７００ (▲5.6%)(▲5.6%)

▲５０２▲５０２ (▲4.0%)(▲4.0%)

１１，６６５１１，６６５ ----------

不採算案件の処理

海外の受注が本格化
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連結キャッシュ・フロー計算書

（百万円）

前期前期

営業活動による
キャッシュフロー

営業活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

現金及び現金同等物
の四半期末残高

現金及び現金同等物
の四半期末残高

▲１，６５７▲１，６５７

▲８１▲８１

２，８４４２，８４４

２，８７１２，８７１

３，６３５３，６３５

１８７１８７

▲４，４６１▲４，４６１

３６３６

増減額増減額当期当期

前々期第４四半期に事業譲
受した海外事業のオペレー
ションが本格化

未成業務受入金が増加

営業キャッシュフローが改善

▲５，２９３▲５，２９３

▲２６９▲２６９

７，３０６７，３０６

２，８３４２，８３４
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指標関係（連結）

当期当期前期前期

１株当たり四半期純利益（ＥＰＳ）１株当たり四半期純利益（ＥＰＳ）

単位単位

自己資本比率自己資本比率

自己資本四半期純利益率（ＲＯＥ）自己資本四半期純利益率（ＲＯＥ）

▲９１．３６▲９１．３６ ▲１３８．９２▲１３８．９２（円）（円）

（％）（％）

（％）（％）

２１．６２１．６ ２１．１２１．１

▲９．４▲９．４ ▲１４．６▲１４．６

株価純資産倍率（ＰＢＲ）株価純資産倍率（ＰＢＲ） （倍）（倍） ０．３４０．３４ ０．３２０．３２

総資産経常利益率（ＲＯＡ）総資産経常利益率（ＲＯＡ） （％）（％） ▲３．２▲３．２ ▲４．９▲４．９
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〒15１-0071

東京都渋谷区本町3-12-1 住友不動産西新宿ビル6号館

TEL: 03-6311-6641（代） FAX: 03-6311-6642

お問い合せ先

本日は弊社決算説明会に
ご参加いただきましてありがとうございました

本日は弊社決算説明会に
ご参加いただきましてありがとうございました

URL: http://www.ack-g.com
（銘柄略称：ＡＣＫＧ／証券コード：2498）

問合せ 統括管理本部 重松 伸也

e-mail: ir-ackg@ack-g.com

銘柄略称：ＡＣＫＧ
証券コード：2498


